
福岡県農地防災・災害アドバイザー協会規約 

 

第 1 章 総  則 

 

（名称） 

第１条 この協会は、福岡県農地防災・災害アドバイザー協会（以下「アドバイザ

ー協会」という。）と称する。 

 

（目的） 

第２条 アドバイザー協会は、福岡県農地防災・災害支援協議会（以下「支援協議会」

という。）の構成団体として、平時の防災点検や災害時の災害復旧指導を地元の要請

に基づき実施し、農地・農業用施設等の防災や被災施設の早期復旧に向けた支援を行

うことを目的とする。 

 

（会員） 

第３条 アドバイザー協会の会員は、福岡県農地防災・災害アドバイザーの認定を受

けた者とする。 

２．会員は、福岡県農地防災・災害支援協議会幹事会支部（以下、「支部」という。）

に所属し、支部毎に正副の代表（以下、「代表アドバイザー」という。）を選出す

る。 

 

（事務局） 

第４条 アドバイザー協会の庶務は、支援協議会の事務局が行う。 

 

第２章 事  業 

 

（事業の種類） 

第５条 アドバイザー協会は、その目的を達成するため次の事業を行う。 

１）支援協議会の要請に基づく防災点検、災害復旧の活動に関すること。 

２）農地防災・災害に係わる研修会に参加し、技術向上を図ること。 



３）その他本会の目的達成に必要な事業。 

 

第３章 役  員 

 

（役員の種類及び職務） 

第６条 アドバイザー協会に次の役員を置く。 

１）会長１名、副会長２名以内、理事１２名以内とする。 

２）会長は、アドバイザー協会を代表し会務を統括するとともに、支援協議会の委

員を兼務する。 

３）副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは、会長の職務を代理する。 

４）理事は、アドバイザー協会が円滑に運営されるよう会長を補佐する。 

 

（役員の選任及び任期） 

第７条 役員の選任及び任期について次のとおり定める。 

１）会長は、役員会で会員の中から推薦し、会員総会で承認を得るものとする。 

２）理事は、第３条第２項に定める各支部の代表アドバイザーとし、副会長は、理

事から選出する。 

３）役員の任期は、会員総会で選任された日より２ヶ年とし、再任を妨げない。 

４）役員に欠員が生じたときは、これを補う。補欠役員の任期は、前任者の残存期

間、若しくは次回の会員総会までとする。 

 

第４章 会  議 

 

（会議の種類） 

第８条 アドバイザー協会の会議は、会員総会及び役員会とする。 

 

（会員総会） 

第９条 会員総会は、毎年１回開催する。ただし、必要がある場合には、臨時会員総

会を開催することができる。 

２．臨時会員総会は、会長が必要と認めるとき、又は会員の３分の１以上の請求が



あった場合にすみやかに開催する。 

 

（会員総会の招集） 

第１０条 会員総会は会長が招集し、会長が議長を務める。 

 

（会員総会の議決） 

第１１条 会員総会は、委任状を含めた会員総数の過半数により成立し、出席会員数

の過半数の賛成により議決する。 

 

（会員総会の決議事項） 

第１２条 会員総会の決議事項は、次の通りとする。 

  １）事業計画及び事業報告の承認 

  ２）役員の選任 

  ３）規約の改廃 

  ４）その他会長が必要と認めた事項 

 

（役員会の招集） 

第１３条 役員会は会長が招集し、会長が議長を務める。 

 

（役員会の議決） 

第１４条 役員会は、出席役員の３分の２以上の賛成により議決する。 

 

（役員会の決議事項） 

第１５条 役員会は、総会で決定された事業計画に基づき、本会の運営に関する事項

を決議する。 

 

第５章 付  則 

 

（本規約の施行） 

第１６条 本規約は、平成２４年５月２２日より施行する。 


